
あ
れ
か
ら
３
０
年

諸
行
無
常

現
在
、
繁
栄
し
て
い
る
会

社
で
も
先
の
事
は
分
か
ら
な

い
も
の
で
あ
る
。
昨
今
で
は

東
芝
の
巨
額
損
失
問
題
や
東

日
本
大
震
災
に
関
連
し
た
東

京
電
力
の
福
島
第
一
原
発
事

故
な
ど
会
社
や
組
織
の
進
路

を
選
び
間
違
え
れ
ば
、
謝
っ

て
も
済
ま
な
い
こ
と
が
あ
る
。

国
鉄
改
革
の
目
的
は
、
国

の
財
政
再
建
が
主
で
あ
り
、

従
に
つ
い
て
は
、
活
字
と
し

て
表
れ
て
い
な
い
色
々
の
問

題
が
あ
る
こ
と
も
事
実
と
考

え
ら
れ
る
。

私
た
ち
が
め
ざ
す
理
念
と

信
念
は
国
鉄
改
革
達
成
の
道

①
企
業
内
労
働
組
合
と
し
て

会
社
の
社
会
的
信
頼
と
発
展

が
そ
こ
に
働
く
社
員
の
幸
せ

に
直
結
す
る
こ
と
を
土
台
に
、

労
働
条
件
の
向
上
と
労
働
環

境
の
改
善
を
し
っ
か
り
議
論

で
き
る
労
使
関
係
を
構
築
す

る
こ
と
。

②
会
社
発
展
の
た
め
施
策
提

言
型
の
運
動
を
ベ
ー
ス
に
、

労
働
組
合
と
し
て
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
も
果
た
せ
る
労
働
運

動
を
構
築
す
る
こ
と
。

③
国
鉄
時
代
へ
の
回
帰
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
労
働
運
動
を

展
開
し
て
い
る
組
合
も
あ
り
、

左
傾
化
し
て
き
て
い
る
こ
と

を
危
惧
し
て
い
る
。
国
鉄
採

用
社
員
か
ら
Ｊ
Ｒ
採
用
社
員

へ
の
次
代
の
継
承
と
と
も
に

鉄
道
の
歴
史
と
鉄
道
マ
ン
と

し
て
の
誇
り
と
責
任
も
継
承

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
企
業
内
労
働
組

合
と
し
て
組
合
員
か
ら
資
質

の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
。

私
た
ち
は
鉄
道
の

再
生
を
目
指
し
て
い
る

Ｊ
Ｒ
連
合
や
イ
ー
ス
ト
ユ

ニ
オ
ン
が
考
え
携
わ
っ
て
き

た
国
鉄
改
革
の
目
的
は
、
鉄

道
の
再
生
と
復
権
で
あ
る
。

国
鉄
の
線
路
は
、
国
鉄
で

は
維
持
で
き
な
い
現
実
を
率

直
に
認
め
、
ど
う
す
れ
ば
国

民
や
利
用
者
に
親
し
ま
れ
る

鉄
道
を
維
持
で
き
る
の
か
、

そ
し
て
鉄
道
で
働
く
方
々
の

雇
用
を
ど
う
す
れ
ば
守
る
こ

と
が
出
来
る
の
か
を
考
え
た

と
き
、
労
働
条
件
が
下
が
っ

て
で
も
公
営
か
ら
民
営
化
の

道
し
か
鉄
道
を
守
れ
な
い
と

の
認
識
で
働
い
て
き
た
。

上
手
く
言
え
な
い
が何

か
が
違
う

私
た
ち
は
、
国
鉄
も
好
き

で
し
た
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
大

好
き
な
ん
で
す
。
で
も
、
国

鉄
時
代
に
戻
そ
う
と
す
る
勢

力
は
許
せ
な
い
の
で
す
。

沈
黙
は
金
で
は
無
い

沈
黙
は
黙
認
に
な
り
、
黙

認
は
承
認
に
な
る
。

◆
会
社
（
Ｊ
Ｒ
東
）
が
パ
ー

ト
ナ
ー
視
し
て
き
た
東
労
組

は
、
日
本
の
歴
代
政
府
（
自

民
、
民
主
）
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
総

連
や
Ｊ
Ｒ
東
労
組
内
に
「
影

響
力
を
行
使
し
得
る
立
場
に

革
マ
ル
派
活
動
家
が
相
当
浸

透
し
て
い
る
」
と
繰
り
返
し

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
会
社

（
Ｊ
Ｒ
東
）
は
、
そ
の
こ
と

を
知
り
つ
つ
東
労
組
の
傍
若

無
人
を
黙
認
し
て
き
た
。
会

社
（
Ｊ
Ｒ
東
）
が
パ
ー
ト
ナ
ー

視
し
て
き
た
結
果
が
東
労
組

の
や
り
た
い
放
題
へ
と
繋
が

り
「
職
場
の
荒
廃
」
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ホームページ検索
「ＪＲＥユニオン」

コンセプト 自らを変える!! 明日を創る!!
イースト イノベーション!!

ＪＲ東日本 出発式

ＪＲ発足３０年、ＪＲ各社は

健全な「企業市民」であれ！
会社の目的は利益の確保、労働組合の目

的は労働条件の維持向上、共通する手段は

生産性の向上。大切なことは労使の協力！

新入社員の皆さんへ、

入社おめでとうございます。

私たちジェイアール・イース

トユニオン(JREユニオン)は、全

国に約8万1千名の仲間たちが結

集するJR連合（日本鉄道労働組

合連合会）に加盟しており、全

国の仲間と共に、「共生・公正・

創造」をコンセプトに、JR産業

の発展を目指しています。

私たちと一緒に、活力ある、

明るく･楽しい職場作りをしてい

きませんか。みなさんの加入を

お待ちしています。

自らを変える・明日を創る
イーストイノベーション!!



国
鉄
改
革
の
最
終

手
段
は
分
割
民
営
化

１
９
８
７
年(

昭
和
62
年)

４
月
１
日
、
国
鉄
は
１
１
５

年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
現

在
の
JR
７
社
に
移
行
し
た
。

国
鉄
の
破
産
的
状
況
は
国

家
の
大
き
な
負
担
で
あ
り
、

累
積
赤
字
は
37
兆
円
に
膨
れ

上
が
り
、
公
社
制
で
は
改
善

が
出
来
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
た
。

第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会

は
、
１
９
８
１
年
に
発
足
し
、

鈴
木
善
幸
内
閣
が
掲
げ
た

「
増
税
な
き
財
政
再
建
」
を

達
成
す
べ
く
、
行
財
政
改
革

に
つ
い
て
の
審
議
を
行
っ
た
。

土
光
敏
夫
氏
が
会
長
を
務
め

た
こ
と
か
ら
「
土
光
臨
調
」

と
も
呼
ば
れ
た
。

行
政
改
革
の
目
玉
は
、
３

Ｋ
赤
字(

コ
メ
、
国
鉄
、
健
康

保
険)

の
解
消
で
あ
り
、
日
本

国
有
鉄
道
・
日
本
電
信
電
話

公
社
・
日
本
専
売
公
社
等
の

三
公
社
民
営
化
な
ど
の
提
言

は
、
中
曽
根
康
弘
政
権
の
行

政
改
革
で
結
実
し
た
。

国
鉄
の
分
割
民
営
化

・
な
ぜ
民
営
化
が
必
要
と
な
っ

た
の
か
？

①
全
国
一
本
の
管
理
体
制

（
権
力
集
中
）
が
急
激
な
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化
に

対
応
で
き
ず
鉄
道
輸
送
の
衰

退
を
招
い
た
。
分
割
・
分
権

を
通
じ
て
地
域
に
密
着
し
た

鉄
道
輸
送
の
対
応
と
地
域
住

民
と
の
共
生
を
図
る
。

②
「
親
方
日
の
丸
」
体
質
か

ら
の
脱
却
。
労
使
共
に
危
機

感
を
持
た
せ
る
と
共
に
政
府

の
過
度
な
関
与
と
地
域
住
民

の
過
大
な
要
求
等
、
外
部
の

介
入
を
排
除
し
自
主
自
立
の

健
全
経
営
を
図
る
。

③
労
使
関
係
の
不
安
定
、
職

場
規
律
の
乱
れ
に
よ
り
生
産

性
の
低
下
が
赤
字
経
営
体
質

に
拍
車
を
か
け
た
。
職
場
規

律
を
確
立
し
個
々
の
職
員
が

経
営
状
況
を
正
し
く
認
識
し

最
大
限
の
生
産
性
の
向
上
を

図
る
。

◆
主
に
右
記
の
項
目
が
国
鉄
、

民
営
分
割
の
原
因
で
す
が
、

順
風
満
帆
に
Ｊ
Ｒ
に
移
行
し

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
改

革
を
通
じ
て
約
８
万
名
の
仲

間
が
国
鉄
を
去
っ
た
事
実
。

好
む
と
好
ま
ざ
る
に
関
わ
ら

ず
国
鉄
を
去
っ
た
多
く
の
仲

間
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
Ｊ

Ｒ
は
国
鉄
１
１
５
年
の
歴
史

を
受
け
継
ぎ
将
来
と
も
国
民

や
地
域
住
民
の
足
と
し
て
安

全
・
正
確
・
快
適
な
鉄
道
事

業
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
ま
じ
め

に
働
く
社
員
が
正
当
に
報
わ

れ
る
Ｊ
Ｒ
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
国
鉄
時
代
の
よ
う

な
過
ち
を
二
度
と
繰
り
返
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

大
ま
か
な
国
鉄
分
割

民
営
化
ま
で
の
流
れ

Ｓ
56
年
３
月

・
臨
時
行
政

調
査
会
（
第
２
臨
調：

出
光

会
長
）
増
税
な
き
財
政
再
建

（
期
限
２
年
）

・
第
４
部
会
（
部
会
長：

亀

井
正
夫
住
友
電
工
社
長
）

（
部
会
長
代
理：

佳
田
正
二
）

三
公
社
五
現
業
、
特
殊
法
人

等
の
在
り
方
。

Ｓ
57
年
～

・
職
場
規
律
問

題
マ
ス
コ
ミ
で
た
た
か
れ
る

（
ブ
ラ
勤
、
ヤ
ミ
手
当
、
時

間
内
入
浴
等
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

・
６
／
23

、
東
北
新
幹
線

（
盛
岡
～
大
宮
間
）
開
業

・
11

／
５
、
上
越
新
幹
線

（
新
潟
～
大
宮
間
）
開
業

Ｓ
58
年
度
～

・
国
鉄
職
員

採
用
ス
ト
ッ
プ

・
国
鉄
共
済
年
金
成
熟
度
１

０
０
％
突
破
。
年
金
受
給
者

が
現
役
組
合
員
数
を
越
え
る

Ｓ
59
年
４
月

・
運
賃
が
幹

線
と
地
方
交
通
線
の
二
本
立

て
に

・
４
／
１
、
三
陸
鉄
道
開
業
。

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
、
初
の
第

三
セ
ク
タ
ー

・
10
／
10
、
出
向
や
一
時
帰

休
・
早
期
退
職
（
三
本
柱
）

な
ど
余
剰
人
対
策
実
施

・
10
月
、
国
鉄
再
建
監
理
委

員
会
、
第
二
次
緊
急
提
言

（
分
割
・
民
営
化
を
示
す
）

Ｓ
60
年

・
１
／
10
、
国
鉄

が
非
分
割
・
民
営
化
で
国
鉄

再
建
監
理
委
員
会
と
対
立

・
３
／
10
、
青
函
ト
ン
ネ
ル

開
通
。
世
界
最
長
の
５
３
．

８
５
キ
ロ

・
６
／
25
、
仁
杉
総
裁
、
更

迭
。
杉
浦
新
総
裁
、
国
鉄
の

分
割
民
営
化
体
制
へ

・
７
／
26
、
国
鉄
再
建
監
理

委
員
会
、
最
終
答
申
「
Ｓ
62

／
４
月
」
分
割
民
営
化
、
７

社
体
制
を
打
ち
出
す

・
11
／
29
、
過
激
派
ゲ
リ
ラ

で
首
都
圏
、
大
阪
圏
の
国
電

マ
ヒ
（
各
地
方
に
影
響
）

Ｓ
61
年

・
10
／
10
、
国
労

執
行
部
総
辞
職
（
修
善
寺
大

会
）
分
割
民
営
化
を
め
ぐ
る

路
線
対
立

・
11
／
28
、
国
鉄
改
革
８
法

案
、
国
会
で
可
決
成
立

Ｓ
62
年

・
２
／
１
、
全
施

労
・
鉄
労
・
動
労
な
ど
改
革

組
合
が
鉄
道
労
連
結
成
。
国

労
に
代
わ
り
最
大
勢
力
に

・
２
／
28
、
国
労
旧
執
行
部

が
鉄
産
労
を
結
成

・
４
／
１
、
新
会
社
ス
タ
ー

ト
（
旅
客
６
社
、
貨
物
１
社
）

◆
昭
和
61(

１
９
８
６)

年
頃
、

マ
ス
コ
ミ
等
に
よ
る
国
鉄
批

判
。
・
ヤ
ミ
手
当
・
ポ
カ
休
・

ブ
ラ
勤
・
勤
務
中
の
入
浴
・

ヤ
ミ
専
従
・
出
勤
簿
の
ま
と

め
押
し
・
勤
務
時
間
内
の
組

合
活
動

◆
国
鉄
の
職
場
で
常
識
と
な
っ

て
い
た
慣
行
は
、
世
間
か
ら

み
て
非
常
識
な
も
の
が
多
過

ぎ
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本

主
な
３
０
年

Ｓ
62
年
４
月

・
JR
東
日
本
発
足

Ｈ
3
年
６
月

・
東
北
、
上
越
新
幹
線
東
京
乗

り
入
れ

Ｈ
4
年
７
月

・
山
形
新
幹
線
開
業

Ｈ
5
年
10
月

・
JR
東
日
本

株
式
上
場

Ｈ
14
年
6
月

・
JR
東
日
本
株
式
、
完
全
売
却
、

完
全
民
営
化
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国
鉄
改
革
当
時
の
情
勢
と

Ｊ
Ｒ
３
０
年
の
主
な
歩
み

と
「
三
鷹
電
車
区
事
件
」
や

「
浦
和
電
車
区
事
件
」
が
派

生
し
た
こ
と
は
、
当
然
の
帰

結
と
多
く
の
社
員
が
反
省
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合：

奪
わ
れ
た
ハ
ン
ド
ル
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
）

◆
東
労
組
の
異
常
な
言
動
の

一
例
。
こ
の
間
、
東
労
組
組

合
員
が
襲
撃
（
蛮
行
）
さ
れ

た
事
件
に
つ
い
て
「
内
ゲ
バ
」

と
い
う
言
葉
が
繰
り
返
し
言

わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と

は
国
鉄
改
革
、
反
戦
・
平
和

運
動
を
進
め
て
き
た
東
労
組

と
革
マ
ル
（
過
激
派
）
を
結

び
付
け
る
権
力
（
警
察
等
）

に
よ
る
攻
撃
で
あ
り
、
東
労

組
の
弱
体
化
を
図
る
フ
レ
ー

ム
ア
ッ
プ
攻
撃
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

・
現
在
は
、
国
鉄
改
革
は
労

組
解
体
の
手
段
で
あ
る
と
言
っ

て
い
る
気
が
す
る
が
、
国
労

が
言
う
の
な
ら
ば
変
に
納
得

す
る
が
、
東
労
組
が
言
っ
た

ら
お
か
し
い
と
感
じ
る
の
は

Ｊ
Ｒ
連
合
の
組
合
員
だ
け
で

は
な
い
は
ず
だ
。



依
然
と
し
て
内
部
に

抱
え
る
国
家
的
懸
念

水
間

勉仙
台
地
本
執
行
委
員
長

２
０
１
７
年
４
月
、
Ｊ
Ｒ

発
足
３
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

国
鉄
改
革
の
原
点
で
あ
る
自

主
自
立
、
お
客
様
第
一
、
地

域
密
着
に
立
ち
返
っ
て
、
安

全
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
挑
戦
す
る
決
意

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。何

故
、
国
鉄
が
倒
産
し
改

革
が
必
要
な
事
態
に
陥
っ
た

の
か
。
国
鉄
を
「
分
割
・
民

営
化
」
す
る
発
想
は
ど
う
し

て
生
ま
れ
た
の
か
、
「
分
割

化
」
は
、
地
域
ご
と
の
需
要
、

地
域
ご
と
の
運
賃
・
賃
金
を

決
め
る
べ
き
と
い
う
考
え
方

で
す
。
全
国
一
律
の
運
賃
・

賃
金
で
は
限
界
が
あ
り
ま
し

た
。
「
民
営
化
」
は
、
政
治

介
入
を
排
除
し
て
、
自
律
的

な
意
思
決
定
を
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

国
鉄
は
潰
れ
そ
う
な
く
ら
い

追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
の
に

運
賃
や
賃
金
、
設
備
投
資
と

い
っ
た
必
要
な
重
要
施
策
は

自
前
で
決
め
ら
れ
ず
、
国
会

で
議
論
が
紛
糾
す
る
と
あ
ら

ゆ
る
問
題
が
解
決
し
な
く
な

る
の
で
事
を
荒
立
て
な
い
よ

う
に
政
治
的
妥
協
が
図
ら
れ

問
題
の
先
送
り
が
繰
り
返
さ

れ
た
の
で
す
。
１
９
８
７
年

４
月
の
会
社
発
足
に
至
る
ま

で
に
は
、
多
く
の
仲
間
が
鉄

道
を
去
る
犠
牲
を
伴
い
、
多

く
の
公
的
企
業
や
行
政
機
関

な
ど
が
雇
用
を
受
け
入
れ
、

多
額
の
累
積
赤
字
を
国
民
の

税
金
で
負
担
い
た
だ
く
な
ど
、

国
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
発

足
３
０
年
を
迎
え
、
今
を
生

き
る
私
達
も
、
直
面
す
る
諸

課
題
に
真
正
面
か
ら
立
ち
向

か
い
、
未
来
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
多
く
の
社
員
に
、
未

来
を
生
き
る
世
代
に
「
希
望

の
光
」
を
与
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
安
全
・
安
定
輸

送
に
よ
り
お
客
さ
ま
か
ら
の

信
頼
を
心
に
刻
み
、
先
に
あ

る
安
心
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

安
全
の
確
立
は
、
会
社
が

主
体
で
創
り
上
げ
る
も
の
で

な
く
、
働
く
者
の
立
場
か
ら

不
安
全
事
象
を
撲
滅
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ

の
一
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね

が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
持
続
的

な
発
展
の
礎
と
な
る
こ
と
を

改
め
て
肝
に
銘
じ
て
取
り
組

ん
で
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
指
導

的
立
場
に
い
る
役
員
に
革
マ

ル
派
浸
透
問
題
が
国
会
で
も

議
論
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な

社
会
問
題
と
し
て
依
然
と
し

て
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
問

題
の
解
決
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
関
わ
る
社
員
で
し
か
解
決

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で

す
。将

来
に
亘
っ
て
夢
と
希
望

を
持
て
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
創

造
す
べ
く
、
Ｊ
Ｒ
イ
ー
ス
ト

ユ
ニ
オ
ン
が
そ
の
中
心
軸
と

な
っ
て
関
わ
る
様
々
な
課
題

の
実
現
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
に
働
く
全
て
の
労
働
者

に
と
っ
て
や
り
が
い
・
働
き

が
い
を
持
て
る
労
働
環
境
を

創
り
上
げ
て
い
こ
う
で
は
な

い
か
。

健
全
な
企
業
に

健
全
な
組
合
が
必
要

神
田
広
栄新

潟
地
本
執
行
委
員
長

国
鉄
改
革
か
ら
今
春
で
３

０
年
で
す
。
各
職
場
で
は
世

代
交
代
が
進
み
、
世
紀
の
大

事
業
と
も
い
わ
れ
た
国
鉄
改

革
は
、
過
去
の
も
の
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
鉄
時
代

か
ら
働
き
始
め
国
鉄
改
革
を

体
験
し
た
私
た
ち
が
、
労
働

組
合
の
立
場
か
ら
、
こ
の
３

０
年
間
を
冷
静
に
見
つ
め
直

し
、
今
後
の
３
０
年
を
覗
う

こ
と
は
意
義
深
い
と
考
え
ま

す
。国

鉄
末
期
は

想
像
を
絶
す
る
状
況

国
鉄
時
代
を
全
く
知
ら
な

い
世
代
で
は
、
当
時
の
状
況

を
想
像
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
簡
単
に
説
明
す
る
と
採

算
度
外
視
の
新
線
建
設
と
過

大
な
人
件
費
で
年
２
兆
円
近

く
の
赤
字
を
垂
れ
流
し
続
け

た
結
果
、
国
鉄
の
負
債
は
３

７
兆
円
に
達
し
、
必
然
的
に

国
鉄
改
革
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
巨
額
の
債
務
の
１

５
兆
円
近
く
を
本
州
３
社
と

Ｊ
Ｒ
貨
物
が
負
担
し
、
６
割

以
上
の
債
務
を
国
が
肩
代
わ

り
し
、
た
ば
こ
特
別
税
な
ど

の
形
で
国
民
に
負
担
し
て
頂

い
た
の
で
す
。
複
数
存
在
し

た
大
多
数
の
労
働
組
合
は
、

ス
ト
権
が
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
違
法
ス
ト
を
強
行
し
て
い

ま
し
た
。
労
組
論
理
で
は
公

共
体
な
の
で
、
赤
字
で
も
賃

金
が
上
が
る
な
ら
ば
何
で
も

あ
り
の
感
覚
に
麻
痺
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。
現
在
で
は
全

く
通
じ
な
い
論
理
が
大
手
を

振
っ
て
い
た
の
で
す
。

賢
者
は
歴
史
か
ら
学
び
、

愚
者
は
経
験
か
ら
学
ぶ

現
在
、
鉄
道
会
社
の
典
型

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
も

い
え
る
経
営
方
針
を
と
る
Ｊ

Ｒ
東
日
本
は
、
強
力
な
首
都

圏
の
鉄
道
網
と
関
連
事
業
で

稼
ぎ
、
東
北
の
ロ
ー
カ
ル
線

を
維
持
す
る
会
社
で
す
。
し

か
し
、
３
０
年
間
維
持
し
続

け
て
き
た
Ｊ
Ｒ
発
足
時
の
制

度
設
計
は
、
既
に
限
界
に
達

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
経
営
側
は
、
不
透
明

な
時
代
を
如
何
に
社
会
的
な

イ
ン
フ
ラ
産
業
で
も
あ
る
鉄

道
事
業
と
関
連
事
業
で
、
こ

れ
ま
で
支
援
し
て
い
た
だ
き

続
け
て
い
る
全
国
民
に
地
域

再
生
や
活
性
化
の
ツ
ー
ル
と

し
て
も
維
持
運
営
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
使
命
が
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
経
営
側
は

自
由
主
義
陣
営
、
労
組
側
は

社
会
主
義
陣
営
と
い
う
構
図

は
既
に
遠
い
過
去
に
な
り
ま

し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
は
、

唯
一
負
の
遺
産
と
も
い
わ
れ

る
労
組
幹
部
革
マ
ル
派
疑
惑

が
定
着
し
、
大
き
く
影
響
し

て
い
る
現
実
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
大
半
の
職
場
で

は
、
過
半
数
の
社
員
が
Ｊ
Ｒ

採
用
者
で
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
大
多
数
の
方
々
は
、
国

鉄
時
代
を
知
ら
ず
社
員
で
あ
っ

た
り
組
合
員
で
あ
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
ス
マ
ホ

で
氾
濫
す
る
情
報
を
入
手
で

き
る
今
日
、
多
く
の
社
員
に

は
正
し
い
歴
史
観
を
持
っ
て
、

健
全
で
信
頼
さ
れ
る
労
働
組

合
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
機
能
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
願
う
ば
か

り
で
す
。
健
全
な
企
業
に
は

そ
れ
に
値
す
る
労
働
組
合
が

必
要
不
可
欠
な
の
で
す
。

私
た
ち
の
行
動
し
か

道
は
拓
け
な
い

秋
山
順
一関

東
地
方
協
議
会
議
長

平
成
29
年
４
月
１
日
、
私

た
ち
の
会
社
「
JR
東
日
本
」

は
設
立
30
年
を
迎
え
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
「
あ
っ
」

と
い
う
間
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

30
年
前
、
私
は
東
京
車
掌
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Ｈ
14
年
12
月

・
東
北
新
幹
線
八
戸
開
業

Ｈ
22
年
12
月

・
東
北
新
幹
線
新
青
森
開
業

Ｈ
23
年
３
月

・
東
日
本
大
震
災
（
３
／
11
）

・
震
災
よ
り
49
日
目
、

４
／
29
、
東
北
新
幹
線
（
東

京
駅
ー
新
青
森
駅
間
）
全
線

で
運
転
を
再
開

Ｈ
24
年

・
新
人
事
賃
金
制
度
導
入

（
職
責
に
応
じ
た
処
遇
）

Ｈ
27
年
３
月

・
北
陸
新
幹
線
、
長
野
駅
ー

上
越
妙
高
駅
ー
金
沢
駅
間
が

延
伸
開
業

・
上
野
東
京
ラ
イ
ン
開
業

寄
稿
・
Ｊ
Ｒ
３
０
年



区
に
あ
っ
て
「
新
し
い
会
社
」
、

「
新
し
い
労
働
組
合
」
を
創

造
す
る
思
い
を
持
っ
て
仲
間

の
み
な
さ
ん
と
日
々
努
力
を

し
て
い
ま
し
た
。
以
後
30
年

の
時
間
を
経
過
し
て
、
ま
だ

私
た
ち
の
理
想
と
す
る
職
場
・

会
社
、
そ
し
て
労
働
組
合
は

完
成
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
確

か
に
右
肩
上
が
り
の
経
営
、

そ
し
て
労
働
条
件
の
向
上
な

ど
良
い
会
社
に
な
っ
た
な
あ

と
い
う
感
は
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
で
い
い
の
か
と

い
う
思
い
は
拭
い
き
れ
ま
せ

ん
。
今
の
ま
ま
で
、
お
客
様
、

地
域
の
皆
様
の
信
頼
を
得
続

け
る
事
が
で
き
る
の
か
。
私

た
ち
の
父
や
母
が
、
祖
父
や

祖
母
が
守
り
そ
し
て
創
り
続

け
て
く
れ
た
、
こ
の
鉄
道
、

こ
の
国
を
…
。
昔
、
貧
し
か
っ

た
時
代
に
あ
っ
て
も
子
供
を

大
切
に
し
、
隣
人
を
大
切
に

し
、
そ
し
て
、
人
び
と
の
愛

想
の
い
い
物
腰
を
持
っ
た
姿

で
外
国
人
の
心
を
打
ち
魅
了

し
て
き
た
こ
の
国
を
…
。
私

は
守
り
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
思
い
ま
す
。
そ
の
為

に
、
私
た
ち
の
会
社
か
ら

「
誰
も
が
い
か
な
る
人
び
と

が
そ
う
で
あ
り
う
る
よ
り
も
、

幸
せ
で
禍
か
ら
解
放
さ
れ
て

い
る
」
、
「
男
も
女
も
子
ど

も
も
、
み
ん
な
幸
せ
で
満
足
」

と
い
う
状
態
を
創
造
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
、
私
た
ち
の
会
社
の
中

に
蔓
延
し
て
い
る
官
僚
主
義
、

独
善
主
義
、
そ
し
て
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
取
り
除
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
私
た
ち
は
ま
だ
小

さ
な
組
織
で
す
。
少
人
数
で

す
。
し
か
し
、
私
た
ち
に
期

待
し
応
援
し
て
く
れ
る
み
な

さ
ん
は
多
い
の
だ
と
実
感
を

し
て
い
ま
す
。
先
達
か
ら

「
一
騎
当
千
た
れ
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
騎
当
千
た

る
仲
間
の
み
な
さ
ん
と
共
に

「
現
状
」
を
変
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
現
在
「
イ
ー
ス
ト
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
す
べ
て
の
職

場
か
ら
取
り
組
め
る
よ
う
多

く
の
仲
間
を
結
集
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
み
ん
な
で
創
り
上

げ
た
「
教
育
訓
練
の
あ
り
方

イ
ー
ス
ト
案
」
が
具
現
化
で

き
る
よ
う
実
践
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
国
鉄
改
革
で
は
、

私
た
ち
の
国
の
同
胎
に
お
力

添
え
を
戴
き
ま
し
た
。
私
た

ち
は
決
し
て
こ
の
事
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

「TI
C
K
E
T

T
O

T
O
M
O
R
R
O
W

～

未
来
の
キ
ッ
プ
を
、
す
べ
て

の
ひ
と
に
。
～
」
明
日
を
創

造
す
る
た
め
に
「
今
」
を
大

切
に
行
動
し
て
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
の

行
動
の
向
こ
う
に
し
か
道
は

拓
け
な
い
と
考
え
ま
す
。
国

鉄
改
革
を
成
就
さ
せ
、
新
た

な
30
年
の
礎
を
築
き
あ
げ
て

参
り
ま
し
ょ
う
。

光
あ
る
所
に
影
が
あ
る
よ

う
に
立
ち
位
置
に
よ
っ
て
見

方
や
考
え
方
が
色
々
変
わ
る

も
の
で
あ
る
。

国
鉄
時
代
、
働
い
て
も
働

か
な
く
て
も
給
料
は
も
ら
え

た
。
一
生
懸
命
働
く
よ
り
ミ

ス
を
し
な
い
こ
と
は
大
切
な

こ
と
だ
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
に
な
っ
て
、
社
員
の

や
る
気
、
言
葉
づ
か
い
、
創

意
工
夫
、
特
に
ト
イ
レ
が
綺

麗
に
な
っ
た
。
ま
た
、
、
働

く
者
の
視
点
か
ら
お
客
さ
ま

の
視
点
が
重
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
鉄
職
員
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
と
Ｊ
Ｒ
社

員
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
違
い
は
、
働
く
人

の
能
力
を
引
き
出
す

取
り
組
み
の
違
い
だ

と
だ
と
考
え
る
。

や
る
気
を
引
き
出

す
一
番
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
真
面
目
に
働
く

者
、
成
果
を
上
げ
た

者
を
正
当
に
評
価
す

る
こ
と
。

そ
の
こ
と
が
生
産

性
の
向
上
に
繋
が
る

一
番
の
道
筋
で
あ
る
。
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2017春闘(妥結)

純ベア1,000円を獲得
３月１５日、第３回目の賃金引上げ交渉を開催した。会

社側は、定期昇給実施後の基本給に対し、1,000円を加える

と回答を示した。また、口頭でグリーンスタッフの基本給

に500円を加えると回答した。

交渉では、４年連続のベア実施。回答期限日までの回答。

当社の置かれた状況や人材育成、技術継承に対する考え方

について協議をした。

会社：格差をなくすために「定額」とした、とは考えてい

ない。扶養手当の改定を検討している。新人事賃金制度を

柱に賃金引き上げを考えている。

組合：職責に応じた処遇は大切である。人材育成、技術継

承。子育て支援や扶養手当の見直し。今後も労使の真摯な

協議を進めていきたい。組合の回答については、要求額に

及ばないので持ち帰り協議し回答した。（オープン１４時）

2017春闘は「JR30年の分岐点」「変化点」

を乗り越え、ＪＲ東日本の未来を築こう！
＜参考＞賃金諸元

・社員数 55,100人・平均年齢41.7歳・平均勤続年数20.3年

・平均基準内賃金 337,489円 ・※1,000円は0.31％相当

（定期昇給分は、参考値として2.01％）

第２回神田カップ
平成２９年６月５日
福島県白河

「グラディ那須白河」
参加希望者は、休みの手配
を早めにお願いします。

（詳細別途）
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ＪＲ連合 ジェイアール・イーストユニオン ２０１７（Ｈ２９）年 ４月１日 第３０号（５）

国鉄改革３０年と労組変革の意義！

２０１７年４月、ＪＲ東日本が発足して３０年の節目となります。国鉄改
革に至った要因を一言でいえば、国鉄経営への政治介入と国鉄経営者の労務
管理にあったと思います。ＪＲ発足後を振り返ると、民営化という名の下で、
「職員から社員への意識改革」「政治介入の排除」「肥大化した労働組合の
解体」にＪＲグループ７社の経営陣は必死になり、生産性とサービス品質の
向上に一丸となって取り組んできました。

肥大化した労働組合の解体は、国鉄改革賛成派と反対派に分かれ、反対派
には政治的な圧力もかかる状況下にありました。賛成派で結成した労働組合
「鉄道労連」は、ＪＲ総連として新たな労働運動を歩み始めましたが、ＪＲ
発足５年後、ＪＲ総連への加盟各単組のスト権委譲問題が発端となって、委
譲に反対するＪＲ東海、ＪＲ西日本、ＪＲ九州、ＪＲ四国の労働組合が、
１９９２年にＪＲ総連を脱退し「ＪＲ連合」を結成しました。

いみじくもそれから２５年、ＪＲ３０年目の節目の２０１７春闘でＪＲ総
連ＪＲ東労組はスト権を確立し、国鉄改革時の労働運動スタイルへの回帰を
思い起させることになりました。

ＪＲ東日本の次の３０年に向けて！

国鉄改革からＪＲへ移行し３０年が経過し、社員の半数以上がＪＲ採用者
となり、社員の年齢層は大きく若返りました。しかし、それに併せて 仕事の
仕方、考え方も変わらなければならない中で、職場内での労働環境を改善す
る労働組合は、無関心さは増すものの、役員活動家の見方考え方は大きく変
わることなく今日まで来ているのではないでしょうか。労働組合役員がＪＲ
採用にもかかわらず、国鉄時代の労働運動から変革できない状況が、今日の
ＪＲ東日本内の労働組合情勢であると思っています。

鉄道の歴史を継承しＪＲ東日本の将来を継承できる民主的な労働組合で、
次の ３０年へＪＲ労働組合の変革・民主化に携わることが、私たちに与え
られた責務であり最重要課題です。

会社が抱えている課題を見極め会社に提言し、ともに目標を達成させるこ
とが企業内労働組合としての最大の責務であると考えます。これまでできな
かった会社とのそういった意味での労使関係づくりを大切に、労使協議・交
渉を展開する企業内労働組合の考え方を、後世に伝えることがＪＲ東日本の
次の３０年につながると考えています。

私たちジェイアール・イースト ユニオンが、会社を担う後世のＪＲ社員に、
そしてＪＲ東日本の将来に大きな変革をもたらせることになると信じていま
す。積み重ねてきた信頼は、必ずやＪＲ東日本の将来に継承できると確信を
持って共に進んでいきましょう。

平成２９年４月１日

ジェイアール・イーストユニオン

中央本部 執行委員長 菅野一位


